
 

2022 年 12 月 15 日  

ダイヤモンド・リアルティ・マネジメント株式会社 

 

新しい働き方への変革に向けたオフィスリニューアルのお知らせ 

 

ダイヤモンド・リアルティ・マネジメント株式会社は、不動産運用を通じて社会の Well-being の最

⼤化を目指す「サステナビリティ方針」に基づく取り組みを推進すべく、「ヒトとヒトがつながりグル

ープコミュニケーションを活性化できるオフィス環境」、「楽しさ・華やかさを演出するテーマ性を持

たせた複数の環境」、「生産性と集中力を高められる環境」の実現に向けたオフィスの全面リニューア

ルを行いました。 

 

1．コンセプト 

 

 

 

 

 

 

◆「心地よい空間創り」 

垣根のないオフィス空間で一体感を創出しつつ、今後の当社の成長を想定し段階的に座席数を増 

やせる仕組みとしました。 

◆「コミュニケーション活性化」 

社員間の会話を通じたイノベーション醸成を目指し横断的なディスカッションスペースを用意し 

ました。 

◆「従業員満足度の向上」 

自席とは異なる場所で Web 会議や各種作業等に集中できるスペースを用意しました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        



 

2. 主なリニューアルの内容 

＜コミュニケーションエリアの設置＞ 

働き方の多様化が進む中、社内中央にコミュニケーションエリアを設置し、自然と人が集まり会話 

が生まれるような動線を確保しました。当該エリア内に配置されたテーブルは小型で動かしやすい 

為、組み合わせ次第で⼤型のテーブルとしても使用できます。また、広いハイカウンターではスタ 

ンディングミーティングも可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜カジュアルさと格調の高さを感じさせる独立席＞ 

ダークトーンの落ち着いたカラーで重厚感を醸し出しながら、自席での集中も可能としつつ周囲も 

感じられるような空間創りを実現しました。 

 

  



 

＜作業の内容に応じて選択可能なパーソナルスペース＞ 

Web 会議や各種作業に最適な個室ブースを用意しました。また、リラックスして働けるように 

ソファを設置しました。 

   

 

＜音や会話に敏感な打合せ等に最適なフルクローズブース＞ 

フルクローズ型の 2 種類のワークブースを設置しました。1 人用は主に Web 会議への参加、4 人用 

は Web 会議の他、複数人での打合せを想定しています。周囲の音や会話を気にせず、作業への集中 

や活発な議論を可能としています。 

   

 

＜コミュニケーション活性化に資する什器の導入＞ 

チームによる新しいアイデアの創出等を期し、ホワイトボード付モニタースタンドを設置しました。 

また、持ち運び可能であり電源を探すことなく好きな場所での執務を可能とする⼤容量のモバイル 

バッテリーを導入しました。緊急時の電源の確保にも役立ちます。 

 

 

 

 

 

 

 

    

 



 

３．今後の取り組み 

ダイヤモンド・リアルティ・マネジメント株式会社は、今後も「人と組織」、「地球環境と社会」に 

配慮した「不動産運用事業」の推進を目指す「サステナビリティ経営」を実践して参ります。 

 

以 上 

 

【ダイヤモンド・リアルティ・マネジメント株式会社の概要】 

本社  ：東京都千代田区平河町 2 丁目 16 番 1 号 

事業内容：不動産私募ファンドの組成・運用及びアドバイザリー業務・コンサルティング業務 

株主構成：三菱商事株式会社（100%） 

代表者 ：代表取締役社長 竹内 竜太 

設立  ：2004 年 

従業員数：98 人（2022 年 9 月末時点） 

 

【プレスリリースに関するお問合せ先】 

ダイヤモンド・リアルティ・マネジメント株式会社 

TEL：03-5212-4811／FAX：03-5212-4818 

 

 
 本プレスリリースは、金融商品取引法に規定される広告その他これに類似するものには該当しません。 

 本プレスリリースは、当社による投資運用業務の提供や特定の運用商品の勧誘を目的としたものではあり

ません。また、当社は、本プレスリリースを用いて本資料に記載されているファンド等について勧誘を行

っているものではありません。 

 本プレスリリース中の将来の事項に関する推定、予測、予想又は見解に係る記述については、実際の  

結果と一致することを保証又は約束するものではありません。 

 

 


